１　中野区立小・中学校学校図書館業務委託の基本的な考え方（１１点）
中野区立小・中学校学校図書館業務委託の意義や目的をどのように考えますか。本区の学校図書館の状況及び仕様書に示した業務内容を踏まえてご記入ください。
なお、中野区子どもの権利に関する条例の趣旨を踏まえ、児童・生徒が自分の意見を表明し、その意見が尊重される学校図書館の運営についての考え方を含めて記入してください。

２　事業委託の業務体制について（９点）
（１）仕様書にある中野区立小・中学校学校図書館業務委託を効率的かつ円滑に実施するために、業務責任者及び指導員の配置等をどのような体制で実施しますか。具体的に記述してください。

（２）学校図書館は学校ごとに置かれている環境が多種多様です。その環境を念頭に、各学校の子どもたちそれぞれに適した読書支援や学習支援の実施が求められます。こうしたことへの学校、業務責任者及び指導員の対応と実施方法についてどのようにお考えですか。具体的に提案してください。

（３）事業を円滑に行うために、各小・中学校との連絡調整等を含め、何が必要だとお考えですか。また、それを実現するために、どのような取組をされますか。

３　管理体制について（１９点）
（１）中野区立小・中学校学校図書館業務委託に際し、児童・生徒の読書意欲を喚起できるような質の良い業務責任者及び指導員の人材はどのように確保されますか。確保の方法、新たな採用計画について、記載してください。また、業務責任者及び指導員の事故や病気等で急な欠員が生じた場合は、どのようなフォロー体制をお考えですか。

（２）業務に関する知識、質の均一化、技術向上のための研修の実施や業務履行状況の把握、業務進行管理等の業務責任者及び指導員への支援、指導はどのように行いますか。併せて、指導員の児童・生徒、教職員等に対する接し方（言葉遣い、態度、声掛け等）に係る教育をどのように行いますか。

学校や教育委員会との打ち合わせや調整の方法などを含めて具体的に提案してください。

（３）業務責任者及び指導員の安定した就労を行うために、労働関係法令等の日本国の法令を遵守するなど、就労の管理や勤務体制等についてどのような取組を行っているか記入してください。

（４）適切な業務を行うにあたり、特に業務責任者の役割や学校、教育委員会及び指導員との連絡体制の方法や対応について、提案してください。
（５）児童・生徒の学校図書館の利用状況や読書量について、どのように実態を把握して、どう運用を改善していくかを提案してください。
４　業務内容について（２０点）
（１）児童・生徒の読書に対する意欲を高め、読書習慣を身に着けるために、どのような支援・取組を行いますか。夏季休業期間中も含め具体的な支援・取組を提案してください。（児童・生徒の読書に対する意欲を高めるイベント（読み聞かせ、ブックトーク、図書展示その他読書活動の推進に資するイベント）、図書等の購入計画、図書等の広報及び図書館内の環境整備等）
（２）学習活動支援（読み聞かせ・本の紹介、「調べ学習」への支援、授業で使用する資料の提供等）について、小学校１年生から中学校３年生までの児童・生徒が指導対象となるため、発達段階に応じた指導の工夫が必要となります。各学年に応じた指導について、どのように支援・指導を行いますか。具体的な支援・指導の計画を提案してください。なお、図書委員会の活動支援、学校間における学校図書館運営に関する好事例や課題の共有、資料・情報の共有及び電子図書の活用について、提案があれば併せて記載してください。

（３）学校図書館を開放するにあたり、全ての児童・生徒が安心して利用でき、自主的に活動できる環境づくりが求められます。その実現のために、どのような支援、指導を行いますか。具体的な支援・指導の計画を提案してください。
（４）指導員が、児童・生徒、教職員等との信頼関係を築き、円滑に指導を進めていくために、どのように支援・指導を行いますか。具体的な支援・指導の計画を提案してください。
５　安全対策について（９点）
業務における個人情報の保護や情報管理、防犯対策、災害時などの安全対策について、提案してください。

６　その他の提案（５点）
本仕様書に定める業務内容に加え、業務をより効果的かつ円滑に実施するための独自の取組等について、提案してください。
